１　目的
県内の民間社会福祉施設に勤務する職員が、先駆的な取り組みを行っている国内の
施設を視察し、社会福祉に関する見識を広めると共に施設分野を超えた職員間の交流
を深め、中堅職員の職場定着の促進及び資質向上を図る。
２　実施主体

社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会
３　日程・視察地

	
	日程（２泊３日）
	視察地

	Ａ日程
	令和元年１０月１６日（水）～１８日（金）
	北海道
（美瑛町、旭川市)

	Ｂ日程
	令和元年１０月２９日（火）～３１日（木）
	熊本県
（熊本市、合志市、山鹿市）


４　視察先施設（予定）
　　高齢者・障害者・児童福祉施設を各１か所。
Ａ日程（北海道） テーマ「先駆的な取り組み」
	高齢
	(社福) 美瑛慈光会
	特別養護老人ホーム
美瑛慈光園
	上川郡美瑛町南町4丁目4-18

	
	特養では利用者自身の生活習慣や地域生活との継続性を尊重し、できる限り通常の生活条件のもとで過ごせるように努めている。施設主催の行事に地元小中学校や自施設・他施設からの参加など、地域との交流を行う。
美瑛町と地域包括ケアシステム事業に取り組み、小規模多機能居宅介護事業所の計画段階から開設後も住民が参画し住民との協働による地域コミュニティの推進を図っている。
社内社外研修を行う以外に、全国の学習交流会に協力や、全国からの視察、インターンシップ生を積極的に受け入れている。

	障害
	(社福) 北海道療育園
	北海道療育園
	旭川市春光台4条10丁目

	
	重度の肢体不自由と知的障害を併せ持つ重症心身障害児（者）の施設。療育部門・診察部門・事務部門・支援事業部門からなる。障害者支援施設つつじの里、相談支援センターＢｅ―ねくすと、訪問看護ステーションけあぷらす等併設。理事長：岡田喜篤氏（1993年国立秩父学園園長）

「福祉施設は社会の共有財産」を理念に、園庭にバーベキュー設備設置し市民に開放。「地域交流ホームYou」を付属施設として持つ。園は平成２５年より災害時福祉避難所に指定。新たに「福祉の文化化」を目標に掲げ、春光台地区の植栽「フラワーロード事業」・独居老人への食事サービス・冬のイルミネーション・氷彫刻コンテスト等地域交流へ取り組む。


	児童
	(社福) 旭川育児院
	旭川育児院
	旭川市台場2条2丁目3-45

	
	大正１０年創立、法人設立は昭和２４年。学生ボランティア活用等により学習の機会を保障、進学を奨励。伝統の剣道やピアノへの取り組み、サマーキャンプや温泉旅行など子どもへの成長支援を行う。平成２８年、施設独自の奨学金制度「自立支援資金給付規定」創設。また、退所後のアフターケアの強化のため、平成３０年４月「地域・自立支援部」新設。
「地域に根ざし、地域に開かれた施設」を目指し、町内行事への参加や院内行事への招待、地域の災害避難場所として災害訓練等を実施。


Ｂ日程（熊本県） テーマ「災害支援 ～平成２８年４月「熊本地震」から学ぶ～」
	高齢
	(社福)リデルライトホーム
	・小規模ユニット型介護老人福祉
施設 リデルホーム黒髪

・地域密着型ユニット型介護老人
福祉施設 ノットホーム

・養護老人ホーム ライトホーム
	熊本市中央区黒髪5-23-1

	
	前震発生直後より避難者を受け入れ、後に地域交流スペースを開放して福祉避難所の立ち上げを行うと共に、全国から届く支援物資の受け入れ中心拠点として活動。東日本大震災後、介護職員を派遣した経験から、被災地へ派遣された職員の住環境の重要性を感じ、宿泊所の環境にも配慮。

	障害
	(社福) 愛隣園
	障害者支援施設　愛隣館
	山鹿市津留2022

	
	本震発生直後より支援拠点施設となり、物資供給・人的支援・リフレッシュ支援事業等を行った。福祉避難所として、被災障害者や強度行動障害等で避難所へ行けない方、車椅子使用で聾唖のご夫妻とその家族等の受け入れなど、支援活動を積極的に実施。リフレッシュ支援事業では、市内のホテル・旅館、飲食店と連携し、被災者を温泉まで送迎したり、入浴・昼食支援、洗濯代行等を自主的に続けた。

	児童
	(社福)地の塩福祉会
	小羊保育園
	合志市幾久富1866-858

	
	自らも被災し情報が錯綜する中、保育士として、避難所を回り物資・支援ニーズのリサーチ活動や、ボランティア保育士の募集活動を行った。避難所がいっぱいで車中泊する家族が多くいたことや、日中、両親が被災した自宅の片付けで避難所に子どもを残していくケースもあったことから、そういった被災者に臨機応変に活動するため、「出前保育*」を実施。

*…県の保育士会組織に呼びかけをし、賛同した仲間たちで避難所や公園等を回り、絵本の読み聞かせや鬼ごっこ等、遊びを中心とした保育を実践。


５　参加費用（目安）　各コースとも２６，０００円
（１）参加費用は目安であり、旅行代金の概ね３分の１になります。（残額は本会にて負担）
（２）催行人数等により、金額が変動することがあります。
（３）旅行代金には、航空賃、宿泊費、食費（１日目昼・夕食、２日目朝・昼・夕食、
３日目朝食）、現地での移動費用等を含みます。
（４）（３）に含まれない食事代、食事の際の飲み物代、自由行動にかかる費用等は自己負担となります。
（５）参加費用（確定金額）及び支払方法は、参加決定者へ別途通知いたします。
６　対象者（以下①～④に全てあてはまること。）
1 現在所属する施設が、埼玉県社会福祉協議会の正会員の施設である社会福祉施設・　事業所であること。（幼保連携型認定こども園を含む。市町村社会福祉協議会、埼玉県社会福祉事業団が運営する施設は除く。）
2 現在所属する法人内での勤続年数５年以上～１０年未満であること。（職種・雇用形態不問。但し、管理職クラスは対象外。また、非常勤職員・パートとして勤務した期間がある場合は常勤換算すること。常勤換算は各施設の方法とする。）

3 過去に本事業に参加した者でないこと。

4 申込みは、１日程に１施設１名までとする。また、同じ方が複数口申し込むこと
はできない。
７　募集定員
各日程２５名（他、各日程に事務局等３名が同行）
※定員を超えて申し込みがあった場合、選考により決定いたします。
８　申込期限・申込方法

別添「参加申込書」に必要事項を記入し、ＦＡＸにて、以下１０の申込先へお申し込みください。令和元年８月２９日（木）必着です。
９　参加可否について

（１）郵送にて９月１０日（火）までに、所属施設長へ通知いたします。
（２）通知は、可否に係わらず、申込者全員にお送りいたします。
（３）日程表・参加費用等の詳細は、参加決定者へ別途通知いたします。
10　申込み・問い合わせ先

社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会　施設業務課　担当：岩﨑、青木
〒330-8529さいたま市浦和区針ヶ谷4-2-65

Tel：048-822-1191  Fax：048-822-3078 
E-mail：guest-shisetsu@fukushi-saitama.or.jp

＜別紙＞

令和元年　　　月　　　日　
埼玉県社会福祉協議会　会長
	法人名
	

	施設名
	

	施設長
	

	施設種別
	高齢　・　障害　・　児童

	担当者
	

	所在地
	〒

	電話番号
	

	ＦＡＸ
	


　下記のとおり申し込みます。

記

１　希望する日程
	希望
	日　程
	視察地

	
	Ａ日程
	令和元年１０月１６日（水）～１８日（金）
	北海道

	
	Ｂ日程
	令和元年１０月２９日（火）～３１日（木）
	熊本県


２　参加申込者

	職名
	申込者氏名（ふりがな）

	
	（　　　　　　　　　　）

	性別
	年齢
	通算勤続年数
	ホテル

	男　・　女
	才
（ご出発時点）
	年　　　か月
	禁煙　・　喫煙

	□ 過去、本事業に参加したことはありません。（左の□にチェック）


※通算勤続年数は、令和元年７月３１日時点でご記入ください。
※ホテルの部屋は、希望に添えないことがあります。
申込期限　　令和元年８月２９日（木）必着

社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会　施設業務課　担当：岩﨑、青木　行
ＦＡＸ　０４８－８２２－３０７８

※ＦＡＸ番号をご確認の上、お送りくださいますようお願いいたします。
令和元年度松下福祉基金事業


民間社会福祉施設永年勤続職員


国内視察研修事業　実施要領


～北海道、熊本県～





令和元年度松下福祉基金事業


民間社会福祉施設永年勤続職員


国内視察研修　参加申込書


～北海道、熊本県～
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